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１．Pedagogy と Social Welfare/ ECEC における教育 Pedagogy とは？ 

フィンランドの Early Childhood Education and Care(以下 ECEC と表記する)[1]は、1888

年にフレーベルの思想に影響を受けた幼稚園が設立されたことに端を発し、1924 年までは

学校教育の一部に位置づけられた。以降、社会保健省（Ministry of Social Welfare and Health）

の管轄下において、０～６歳までが対象のパイヴァコティ（päiväkoti：保育と教育の両面の

機能を併せもつ日本のこども園のような施設）は 1973 年の保育法（Act on Children's 

Daycare）施行と共に整備されてきた。この社会状況下においては、女性（親）の就労促進

及び家庭教育を支援するための保育施策がすすめられた (Kinos, 2008)。さらに 1990 年代

には社会福祉の考え方がさらに強まったともいわれている(Kinos, 2008)。 

2000 年に 6 歳児の就学前教育（就学前教育施設はエシコウルという）がスタートしたこ

とがフィンランドの ECEC の大きな転回点となる。就学前教育は基礎教育の一部に組み込

まれ、これによりパイヴァコティとエシコウルで共に働くことのできる幼稚園教諭の資質

(pedagogical competence)が明示された。この改革により、教育内容の責任は教育文化省が、

それを管轄するのは社会保健省という捩れた状況をもたらした(Onnismaa & Paananen, 

2019) 2003 年には各自治体が ECEC の管轄を社会福祉分野から教育分野へと管轄を移行

し始めた（Karila, 2008）。 

2010 年以降の ECEC 改革のスピードが目覚ましい。行政移管に加え、法整備、ナショナ

ルカリキュラムの制定が行われ、保護者の就労のための子どもの保育という考え方から、社

会の一員として主体的に学ぶ権利を有する子どもの視点にたった保育への転換を確かなも 

のにしていく。具体的な動きとしては、2013 年より国レベルでのパイバコティの管轄が、

社会保健省から教育文化省に移行し、ECEC は再び教育システムへ組み込まれることとな

った。 

2015 年に就学前教育が義務化され、幼児教育法（Act on Early Childhood Education／

Varhaiskasvatuslaki） （580/2015）が施行（2016 年、2018 年に改定）されたことは、ECEC

における教育（pedagogy）の重要性を強める役割を果たした。幼児教育法（540/2018）に

よると、ECEC の定義を、Päivähoito （英語：Daycare）から、Varhaiskasvatus（英語：Early 

Childhood Education）へ変更したことを強調している。法律の旧称は、Päivähoitolaki であ

った。Päivähoito から Varhaiskasvatus への変更は、ECEC が子どもの権利であることを象

徴し、ECEC は教育（Pedagogy）に重点を置いた Education, Instruction, Care からなる体

系的で目標志向的なものとして位置付けられた[2]。 

2016 年には就学前教育、2017 年には ECEC におけるナショナル・コア・カリキュラム

が施行され（2018 年改訂）、基礎教育（～15 歳まで）に続く、トランスバーサル・コンピ

テンスと呼ばれる全てに共通の学びのねらいが明示された（Halinen, Harmanen,& Mattila, 

2015;  Finnish National Board of Education, 2014; Finnish National Board of Education,  

2016）。さらに、何をするかといった活動内容から、学びの領域へと捉えが変わり、幅広い

スキルに焦点があてられるようになった。2017 年秋には ECEC のカリキュラムに関する文
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書のとりまとめが開始され、学びの考え方、教育（pedagogy）それ自体が強調されるように

なる。2020 年からは、どの年齢の子どもも 1 週間に 20 時間以上の ECEC を受ける権利を

有することが保障された（Act on Early Childhood Education, 108/2016）。 

ECEC の目的は、親のニーズにこたえる役割を超え、今ここに生きる子どもへの権利保障

に向かっていることを確認することができる。 

 

２．現在の ECEC ナショナル・コア・カリキュラム 

現在のナショナル・コア・カリキュラムは、幼児教育法（540/2018）に基づいており、

ECEC の目的だけでなく、ECEC を受ける子どもの権利に関する規定も含まれている。ナシ

ョナル・コア・カリキュラムの目的は、ECEC の質の向上をもたらし、ECEC の実践の主た

る内容をおさえることにある。各自治体や他の ECEC の提供者は、コア・カリキュラムに

基づいてローカル・カリキュラムを作成し、法律に明記されている 10 の主要目標[3]がどう

実践されるのかを記述し、評価することが義務となった。これは、幼児教育従事者の新しい

課題となっている（Hujala, Koski, Roos & Vlasov, 2020）。 

 

－子どもの参加 

 現在のカリキュラムは、子どもの参加と子ども中心のアプローチがより強調されている。

両者の考え方ともそれまでの実践内にあったものの、十分になされてきたとは言えない実

態もあったと指摘され(Puroila, Estola & Syrjälä, 2012)、今回の改定で改めて子どもの参加

の重要性が確認されたこととなる。「子どもたちが自分たちに関する問題に参加し、影響を

与えることができるよう保証する」と法律に明記された文言は、この理念を表しているとい

える。 

フィンランドの ECEC の基本的価値観と原則は、子どもたちを平等に扱い、子どもたち

の意見（views)を尊重することにある。それぞれの子どもは、自らの生活に影響を及ぼす権

利とスキルを持つ、積極的で有能なアクターと見なされる。子ども主体の教育(child initiated 

pedagogy)は、ECEC の最も重要な質の評価基準の一つとなり、子どもの考え方やニーズを

考慮に入れることの重要性、子どもの参加・関与の重要性を踏まえて実施される。参加には、

子どもたちが自分たちの生活（人生）や周囲の世界に影響を及ぼす機会についての考えが含

まれ、エージェンシーとは、こうした機会を利用して物事の成り行きに影響を与える子ども

が生まれながらにもつものと捉えられている（Hujala, Koski, Roos & Vlasov, 2020）。 

幼児期の学びにおいては、学力 (academic skills)を重視するのではなく、認知、社会、情

動のスキルに焦点を当て、子どもの幼児期の学ぶ過程において、「遊び」 が重要な役割を果

たすことが強調される。「学ぶために学ぶ」と謳われるように、学びに対する積極的な姿勢

が、実際の学習結果よりも重要であると見られている。子どもたちは自然に好奇心を持ち、

新しいことを学ぶことに興味を持っていると考えられており、励まされ、支えられることで、

学びは自発的に行われると考えられている（Hujala, Koski, Roos & Vlasov, 2020）。 

具体的な保育実践については、子どもたちの関心に基づいて、子どもたちの自然な行為の

延長線上にあると考えられている。遊び、探求、身体活動、様々な形態のアートによる自己

表現（学びの領域(Learning Area)と呼ばれる）は、子どもに特有の行為や考え方であること

が認められている。そのうえで、子どもにとって自然で意味のある活動は、幸せを高め、参
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加の機会を与え、意欲を高めるために、計画時にこうした内容が考慮され、実践されること

が望ましいとされている（Hujala, Koski, Roos & Vlasov, 2020; Finnish National Agency for 

Education, 2018)。 

 

－保育におけるリーダーシップ 

  同時に、カリキュラムにおいては、ECEC のビジョンを明確にし、教育(pedagogy)プロ

セスを支援し、保育者たちがその専門性を発揮できるよう保育者の教育的リーダーシップ

（pedagogical leadership）の役割も強調されている（Hujala, Koski, Roos & Vlasov, 2020）。

またフィンランドにおいて、リーダーシップは、役職に就く者のみが発揮するものではなく、

全職員が参加するインタラクティブなプロセスと見なされている（Hujala, Koski, Roos & 

Vlasov, 2020）。子どもに向かう実践をより良いものとするために、それを行う職員の専門性

が尊重され、また働く環境が守られる必要性が強調されている。そこには、園文化を築き上

げていく意義も述べられている。「教育的リーダーシップは,新しい教育学実践の展開を基礎

にした、共有された価値にたどり着くためにスタッフ間の議論の場を生み出します。スタッ

フは、仕事の指針となる見解について、共有し、相互理解を深めることが重要になります」

（Hujala, Koski, Roos & Vlasov, 2020; Act on Early Childhood Education, 540/2018)。 

 

－教育ドキュメンテーション 

さらに、教育ドキュメンテーション(Pedagogical documentation)の作成についても触れ

られている。これは、ECEC の教育活動並びに子どもの生活、発達、興味、思考、学び、ニ

ーズや環境をより良いものにしていくプロセスとして位置づけられている。作成に当たっ

ては子どもや保護者の参加も謳われている。フィンランドの ECEC において以前より用い

られている子どもの個々人の個別計画もこの中に位置づけられている。長く蓄積されたド

キュメンテーションはまた、保育者の子ども理解や自己評価、教育活動の評価の一部として

も重要な要素を持つと位置付けられている（Finnish National Agency for Education, 2018）。 

 

３．ECEC 職員の専門性 

Figure 1. ECEC における教育活動のフレームワーク 
（Finnish National Agency for Education, 2018 より筆者翻訳・作成） 
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歴史的背景を受けて、フィンランドの ECEC 分野では様々な教育的バックグラウンドを

持つ職員が働いている。多様な専門性が共存して保育が営まれているといえば聞こえはい

いが、肯定的な意見ばかりではない。長い間、保育者の専門性（教育という視点）が薄れ、

専門性に関係なく皆が全ての仕事をやる文化が生み出されてきたとも指摘されている

（Karila & Kupila, 2010）。現在応用科学系大学（Polytechnic）でソーシャルペダゴジ―を修

学した者も、幼稚園教諭として職についているが、2023 年以降は、大学で幼児教育を学ん

だ者のみが幼稚園教諭となることが決定された（ Act on Early Childhood Education,  

540/2018）。ソーシャルペダゴジ―の学位をもつものは、家族支援や教育連携を専門とし、

幼児教育の養成課程で学び教育の学位を持つものは、子どもの発達や学び、子どもの教育を

専門とすることが現時点では示されているのみで、保育現場における多様な専門性をもつ

職員間の協働について今後の議論が待たれる。 

 専門性を保障するという視点からは、現在、幼稚園教諭の勤務時間が 3 つに分かれて捉え

られているのも特徴である。１）子どもと過ごす時間 ２）保護者や多職種との協働時間 

3）保育をデザイン、評価し、構成する時間（総勤務時間の約 13％、5 時間が保障される）

(Kunnallinen yleinen virka- ja työehtosopimus, 2020-2021)。皆がすべてを担うというあり方

から、教育的専門性を活かすために必要となる時間を、勤務時間の中に保証しているのは注

目すべき点である。 

 

４．ECEC の質の評価 

新しいナショナル・コア・カリキュラム策定後、2018 年に ECEC の質を評価するための

最初のガイドラインと推奨事項が示された（Vlasov, J. et al., 2019）。それに基づく形で、フ

ィンランドでは初めて全国的な調査が実施され、全国的な質の全体像を把握することが可

能となった。自治体および民間の ECEC の園長、保育者(teachers・carers)、および自治体

の家庭保育を提供している保育者を対象とした調査により、ナショナル・コア・カリキュラ

ムで示されている目標が、園や家庭保育でどのように達成されているかを示し、カリキュラ

ムの実施を促進する要因や阻害する要因について、リーダーシップと関係づけられた報告

がなされた[4]（Repo, L. et al., 2019）。 

 

５．フィンランドの ECEC の今とこれから 

フィンランドにおいては、この 10 年間、ECEC の改革が急進的に行われてきた。これま

での歴史的積み上げの上に、現在 ECEC における教育(Pedagogy)とは何かが改めて問われ

始めている。新しいカリキュラムの特質は、ポジティブな学習意欲、学び手のポジティブな

自己認識、ポジティブな雰囲気や社会環境といったポジティブ・ペダゴジ―(positive 

pedagogy)にあると明らかにした知見も出てきている（Ranta, 2020; Ranta, Uusiautti & 

Hyvärinen, 2020）。法律およびナショナル・コア・カリキュラムによる子ども観、学習観の

確認のもと、現場では、それらに沿った保育内容の検討、職員の専門性や文化の構築が求め

られている。こうした動向に加え、今後は、保育者の専門性の分化、養成にわたる改革が検

討されている。こうした動きも、今回概観してきた流れの延長にある。今後も様々な声がそ

れぞれの立場から交わされ、より一層の議論が進むことが予想される。 

 
 [1]0 歳児～5 歳児までの ECEC と 6 歳児の就学前教育（義務教育）からなる。 
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施設： ECEC サービスの 76%が ECEC 施設で提供され、これらの施設の 73%は公的に組織されている。しかし、民間

セクターはここ数年急速に増えている（Hujala, Koski, Roos & Vlasov, 2020）。 

保育形態：育児休業後、子どもが生後 9 ヶ月の時点で、親は ECEC への入園を申請するか、自宅で育児を続けるかを決

めることができる。市町村は、世帯の所得水準、社会経済的地位、その他の特別な社会的ニーズにかかわらず、各子ど

もに ECEC を提供することが求められている。ECEC 制度は、包括された幼児教育とケアを提供する。ECEC に費やさ

れる 1 週間の時間は親の労働または修学状況に基づいており,平均は 1 日約 9 時間。包括的な制度は、ECEC 施設、家庭

保育、各種の開かれた保育サービスから構成されている（Hujala, Koski, Roos & Vlasov, 2020）。 

職員：教育を受けた 3 人のスタッフで構成される多職種チームとして、1 つの子どもグループで一緒に働くのが一般的

となっている。新しい法律によると、多職種のスタッフのうち少なくとも 3 分の 1 は、大学で教育学の学士号または修

士号を取得していることが求められている。また、3 分の 1 は、応用科学系大学でソーシャルペダゴジ―の学士号を取

得していることがとされる（学士号取得者は主に幼稚園教諭と呼ばれる）。残りのスタッフは、専門学校の高等教育レベ

ルの卒業証書を持っていることが求められている。2030 年までに、すべての ECEC センターのリーダーは、教育学の修

士号と専門に関する適切な知識を持っていなければならないとされた（Hujala, Koski, Roos & Vlasov, 2020）。 

保育利用率：保育利用の割合は以下の通りである。1 歳児 34%、2 歳児 63 %、3 歳児 78%、4 歳児 83%、5 歳児 86%

、6 歳児の就学前教育(義務化)（Finnish Institute for Health and Welfare, 2019) 

 

[2] 教育 Pedagogy を構成する Education, Instruction, Care（Finnish National Agency for Education, 2018） 

Education:文化的価値や習慣、規範と関わり、形作り、新たな理解をもたらす。 

Instruction:ナショナルカリキュラムで定義されている学びのコンセプトに基づくもの。子どもの学びを促し、自分自身

のことを知り、他者や取り巻く世界を知る手助けをする。 

Care:身体的な基本的ニーズに加え、情動面でのケアも求められる。ケアのシチュエーションは、Education であり、

Instruction であると考えられている。子どもたちは、相互作用のスキルや、自分自身を大切にするスキル、時間を管理

するスキルなどを学びながら、良い習慣を身に着けていく。 

 

[3] Act on Early Childhood Education and Care (540/2018)10 の目標： 

1）子どもの年齢と発達に応じて、すべての子どもの全体的な育ち、発達、健康と幸せを促進する。 

2）子どもの学びの環境を整え、生涯にわたる学びと教育の平等の実現を促進する。 

3）子どもの遊び、身体活動、芸術、文化や伝統に基づいた多様な教育活動を実施し、積極的な学習体験を可能にする。 

4）子どもの ECEC の環境が、発達と学びを促進し、健康で安全であることを確認する。 

5）子どもを尊重するアプローチを保護し、子どもと ECEC スタッフの間の人間関係ができるだけ安定して長く続くよ

うにする。 

6）すべての子どもに ECEC の機会を平等に提供し、平等とジェンダー平等を促進し、子どもたちが、一般的な文化や伝

統と、お互いの言語的、文化的、宗教的、イデオロギー的背景を理解し尊重することができるように支える。 

7)子どもが個別にサポートを必要としていることを認め、必要に応じて多職種の協力を得た支援を含め、ECEC におい

て適切な支援を提供する。 

8）子どもの対人関係と関わりの力を育て、仲間内で行動する力を促進し、倫理的に責任のある持続可能な行動をとり、

他者を尊重し、社会の一員としての役割を果たすよう子どもを導く。 

9) 児童が自分にかかわる事項に参加し、影響を与えることができるよう保証する。 

10) 子どものバランスのとれた発達と全体的な幸せのために、子どもと子どもの両親または子どもを保護する他の人と

一緒に行動し、子どもを育てるという任務において、両親または子どもを保護する他の人を支援する。 

 

[4] ECEC の質の評価報告内容の概要 

・ナショナル・コア・カリキュラムに示される目的が、どこでも達成されているわけではないことを示した。多くの園

では、ECEC の内容に関連した目標はよく達成されていたが、一部の 保育所や家庭的保育グループでは達成度が低い

結果となった。 

・ECEC は安心（safe）なものとして体験されており、園の雰囲気は良いと評価されている。子どもの遊びや遊びに基づ

く教育の権利は、ナショナル・コア・カリキュラムに沿って実践されていた一方で、特に 3 歳未満の子どもに焦点を当

てた教育(pedagogy)については課題が残った。 また、アート教育、表現、音楽、身体活動、リテラシー能力、マルチリ

テラシーを育む活動等の内容に課題が見られる園が多かった。 

・ナショナル・コア・カリキュラムの実施は、十分に具体的に策定された地域の ECEC のカリキュラムに加えて、教育

的リーダーシップがあったことで促進されていた。また、職員のための継続した教育が適切に行われたことで、カリキ

ュラムの実施が促進された。一方、ナショナル・コア・カリキュラムの実施を妨げる要因としては、リーダーシップの

不足や職員の教育資質（pedagogical competence）の不足、職員不足などが挙げられたことから、質の高い十分で継続さ

れる職員の基礎研修、適切な目標を設定した適切な継続された研修の確保、リーダーシップ体制のより詳細な評価など

が求められた。 
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